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新機能一覧

✔ 表紙



⚫ 特許評価（スコア）の機能拡張
１）自社・他社の特許強度を比較するレポート作成に役立つ機能を追加しました。

スコアの入力先を８つに拡張。独自加点のバリエーションを増やしました。
２）出願人別 特許評価一覧を表示、出力する機能を追加。
３）特許評価２（スコア）の内訳を出力する機能を追加。

⚫ 俯瞰（ふかん）グラフの追加
「出願数の時系列推移」「出願人ランキング×ステータス」 「ＩＰＣランキング」
「キーワードランキング」の４つの情報を１画面にまとめたグラフを表示します。

⚫ 「おすすめ」メニューの追加：マルチ階層化分析（出願人×課題ワード×出願年）
注目出願人の発明の推移を「課題ワード」×出願年で分析する機能を追加しました。

⚫ グラフ軸名称の２行目を自動で入力する機能を追加
グラフブラウザで２行目に分類の説明、グループワード等を自動で入力します。

✔ No.０ Ｖer. ７.２４.７ のアップデートにおける変更点一覧

－ 新機能・改定 －

－ その他 －

⚫ グループワードの辞書を拡充（グループワード分析の精度が向上しました）

⚫ パテントマップガイダンスの更新

⚫ スコア分布の単位設定のデフォルトを「２年単位」から「１年単位」に変更

－ 修正 －

⚫ 分析画面で画面サイズによってボタン等が隠れる問題を修正



☑ スコア入力する先を<特許評価１><特許評価２［１］～２［５］><他社注目度><自社注力度>の８つに拡
大。独自加点のバリエーションを増やす事で複数の視点から特許を評価いただけます。

☑ 各スコアは「文書一覧画面」で確認します。

☑ 特許評価２には審査経過情報をもとに、ご利用者様独自の加点基準でスコアを付与いただけます。
スコアの入力先を変更する事で、複数視点からなる異なる特許評価が可能になります。

☑ 「文書一覧」画面で付与したスコアを確認いただけます。「表示項目選択」の「特許評価」に
チェックをする事で、複数視点のスコアを一覧表示します。

複数視点のスコア表示例：他社注目度 2580点、自社注力度 161点、独自加点 161点

☑ 項目名をクリックする事でソートする事が出来ます。他社注目度スコアの高い順に公報を
査読する等でご活用いただけます。

✔ No.１ 特許評価（スコア）の機能拡張

－ 特許評価（スコア）の入力枠を拡大－

特許評価画面でスコアを付与

➀特許評価の出力先を選択

➁クリックで集計を実行

文書一覧でスコアを表示

➀「表示項目選択」の
「特許評価」にチェック

➁複数のスコアが公報ごとに表示されます



☑ 付与した特許評価（スコア）について、公報ごとの加点内容の詳細を出力する機能を追加しました。

☑ 特許評価集計後、スコア内訳を表示するかの確認ダイアログで「はい」を選択すると、特許評価の
スコア内訳画面が表示されます。

✔ No.２ 特許評価（スコア）の内訳を表示・出力

－ 公報ごとのスコア内訳を可視化－

☆ ここがポイント！ ☆
スコア内訳は集計結果をCSV形式で出力、加工してご利用いただく機能です。
注）スコア内訳は過去に集計したものは参照できません。必要な場合はその都度CSV保存してください。

特許評価画面でスコアを付与

特許評価内訳の表示画面

➀クリックで集計を実行

➁「はい」をクリックして
スコア内訳を表示

➂公報ごとにスコアの理由を確認

④スコア内訳はCSV保存して活用



☑ 出願人別にスコアランキング表の表示、出力に対応しました。
注）従来バージョンでは、出願人別のスコアランキングはグラフ表示のみ対応。

☑ 従来機能の出願人×スコアランキンググラフと、本機能で作成した一覧を分析レポートにご活用
ください。

☑ 複数のスコア（例：他社注目度と自社注力度、及び特許評価２＝独自加点）を付与している場合は
その合計点でランキングを作成します。

✔ No.３ 特許評価 出願人別のスコア合計を表示

－出願人別スコアランキング表示・出力機能 －

☆ ここがポイント！ ☆

本機能は集計結果をCSV形式で出力して分析レポートに掲載する為の機能です。

出願人別集計

➀スコアを付与

➁出願人別集計をクリック

特許評価

➂集計結果一覧はCSV保存して活用



☑ 文書一覧画面の「俯瞰グラフ」をクリックして母集団の全体を俯瞰する４つのグラフを表示。

表示されるグラフの種類
「出願数の時系列推移」「出願人ランキング×ステータス」 「ＩＰＣランキング」「キーワードランキング」

☑ 素早く当該分野の出願動向、主要プレーヤー、主要技術を把握いただけます。

☑ 俯瞰グラフは「ワード分解」の完了後に実行してください。

☑ 表示された俯瞰グラフをコピーして分析レポートに活用いただけます。

☑ システム>環境設定から「ランキング集計後のチェックをつける順位」を変更する事でグラフ内のラン
キング表示数を変更いただけます。また、グラフブラウザ画面の「フォント・色設定」ボタンからフォント
サイズを変更いただけます。ご利用のディスプレイサイズ・解像度に応じて最適な設定のうえご利用

ください。

☑ 俯瞰グラフ内のキーワードランキングは、総合ランキングの「分析対象」「ワード種別」を
変更いただく事で内容の変更に対応しております。

例１：「分析対象」を特許請求の範囲に設定→特許請求の範囲キーワードランキングを表示
例２：「ワード種別」を課題ワードに設定 → 課題ワードのランキングを表示

注１：キーワードグラフ内の件数は出願数、ワードの並び順は出現数で表示しています。

注２：グラフタブから作成したグラフを表示した状態で「俯瞰グラフ」を表示すると、他のグラフ画面
が閉じて、俯瞰グラフのみが表示されます。

✔ No.４ 俯瞰（ふかん）グラフの追加

－ 複数の情報を１画面にまとめて表示 －

文書一覧

俯瞰グラフ

分析レポート作成に役立つグラフのコピーボタン



☑ おすすめメニューに、出願人×キーワード×時系列分析（マルチ階層化分析）を追加しました。

☑ メインウィンドウのおすすめタブからマルチ階層化分析をクリック
☑ 「横軸時系列設定」ボタンをクリック→OK→分析実行ボタンをクリック→画面下に分析結果を表示
☑ CSV保存をクリックして結果を保存→CSVファイルをExcel等で加工して分析レポートに活用

✔ No.５ 「おすすめ」メニューの追加：マルチ階層化分析

－ 出願人×課題ワード×出願年時系列分析 －

➂出願人ごとの課題ワード上位５つを表示。
各社の取組みの近さ・遠さを比較いただけます

➀「横軸時系列設定」をクリック

➁「分析実行」をクリック

おすすめメニュー

マルチ階層化分析



☑ マルチ階層化分析は、ぱっとマイニングの「関連分析」 「ランキング分析」 「ランキング」
「グループ」等の複数の分析結果を階層化して表示する機能です。

☑ 今回のバージョンアップで追加した「主要出願人ごとの発明の特徴・傾向を課題のキーワードランキ
ングで可視化」した結果はCSV出力いただき分析レポート作成に活用いただけます。

☑ 「横軸・時系列設定」をクリック → 「分析実行」をクリック → CSV保存 → 資料をExcelで編集

✔ No.６ 「おすすめ」メニューの追加：マルチ階層化分析

－ マルチ階層化分析のCSV出力機能－

マルチ階層化分析

CSV保存した結果を加工・編集した例

分析実行後にCSV保存ボタンで結果を保存

出願人ごとの「課題」と「推移（出願年）」を一覧で把握いただけます



☑ グラフの軸の２行目（分類コードの説明、キーワードのグループ等）を自動で表示する機能を追加

☑ グラフ画面の 「軸名称の変更」をクリック → 「２行目に自動で入力」にチェック。

☑ 次回以降、グラフタブからグラフを作成すると自動で特許分類の説明、グループワード等が
グラフ軸の２行目に表示されます。

☑ グラフタブ以外の機能（戦略分析等）で作成したグラフには非対応です。
戦略分析でグラフを作成した際は、従来どおり「軸名称の編集→説明文を2行目に入力」
をクリックしてください。

✔ No.７ グラフ軸名称の２行目を自動で入力する機能を追加

－ グラフ機能の利便性を向上－

グラフブラウザ

軸名称の編集画面

チェックした以降は、グラフ作成時に自動的
に「分類の説明」が表示されます

グラフ軸の2行目に表示される「分類の説明」


